
自治体名 石川県かほく市 人口 36,200人 事業費 ７６，０００千円

事業概要

避難所において、避難者の生活の質を維持するため、断水時でも使用できる「水の使わないトイレ」や、また「温か
い食事の提供」、そして「プライバシーの確保」に配慮するなどスフィア基準に対応した生活環境を整備する。市内９
ケ所の指定避難所付近に資機材を分散備蓄し発災後、速やかに避難住民に物資を提供できる体制を整えること
に加え、避難所入口に地震自動解錠ボックスを設置し、迅速な避難所開設と避難住民の受入れ体制を構築し、
今回導入する資機材を有効に活用することで発災後４８時間以内に避難所の生活環境の改善に取り組む。

購入する
資機材等の
内容

○簡易トイレ（ラップ式）一式 １８セット
３，９９２千円

〇炊出し用資機材 移動かまど ９基
４，８５１千円

〇屋外テント一式 ３０組
８，９０４千円

○テント式パーティション ６２０セット
８，３８９千円

〇簡易ベッド １，２４０台
１３，０９４千円

〇避難所地震自動解錠ボックス ９台
３，８６１千円

〇資機材格納用備蓄倉庫 9棟
３２，９０９千円

〇現在の備蓄状況 （市内最大想定避難者数2,004人）

携帯トイレ 9,140回分（１人4.5回分）
テント式パーティション200枚（400人収容）
簡易ベッド 400基（400人分）

◎今回購入資機材
簡易トイレ 各指定避難所２台（男女１）
炊出し資機材 〃 １基
テント式パーティション620枚（1,240人収容）
簡易ベッド 1,240台（1,240人分）

地震自動解錠BOX 9台（市内指定避難所分）

主なKPI

【アウトプット指標（活動指標）※一つ以上】
①避難所の生活環境改善資機材を使った防災訓
練の実施

【アウトカム指標（成果指標）※一つ以上】
①発災後48時間以内の「プライバシーが確保された生活環
境確保」の担い手育成
②発災後48時間以内の「あたたかい食事」の提供体制整
備

事業概要（避難所の生活環境改善事業）
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【水の使わないトイレ】 【温かい食事の提供】【プライバシーの確保】 【迅速な避難所解錠】
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